「家庭環境調整における児童相談所と児童福祉施設との連携に関するガイドライン」に基づく外泊等の規定
社会福祉法人　横浜博萌会
横浜いずみ学園
１．面会・外出について

・施設は面会等交流について、児童福祉法４７条２項に基づき、子どもの監護に影響のある場合は制限することが出来る。
・面会の開始については、園長許可の下、担当職員が児童相談所と相談調整し保護者・子ども本人の同意を得たうえで行う。

・面会時は必要に応じて担当職員、児童相談所職員の立会いを行う。

・外出後は外出時の様子等を保護者、子ども双方から聞き取り、必要があれば園長、児童相談所へ連絡する。
２．外泊について

・外泊の許可については、園長が許可し、担当職員が児童相談所と調整し決定すること。また以下の項目に該当する場合、事前に各関係者と必要な情報を踏まえて、多角的な視点で実施の可否、方法を確認する。
1 虐待及びそれに準ずるケースで再統合プログラムの中で「段階的交流」が位置づけられている場合

2 保護者との交流を開始するとき、又は長期間没交渉で段階的交流で再開する場合

3 定期的に安定して実施しているケースであっても保護者の住所、家族構成の変更、親子関係不調等が見込まれる場合、子どもが嫌がったり虐待のおそれがある場合

　初期外泊に当たっては、必ず担当職員が保護者に応対し予定等を確認するとともに「連絡ノート」等を必ず渡すものとする。

・外泊中以下の項目に該当する場合速やかに児童相談所と連絡調整を密に取り必要適切な対応をおこなうものとする。
1 虐待通告があった場合

2 帰園予定日を合理的理由以外で変更したり、期間延長後連絡が取れなくなった場合

3 保護者が施設又は児童相談所の設定したプログラムやルールに従わない場合

4 その他必要と認める場合

夏季休業等で長期の外泊に当たっては、平成１３年１２月１２日付厚労省･児童家庭局家庭福祉課長通知に基づく横浜市中央児童相談所依頼を実施する。
・帰園時には、外泊時の様子等を聞くとともに連絡ノートを確認する。必要がある時は園長、担当職員、児童相談所に連絡し、家庭訪問等も検討する。

３．保護者等からの苦情・強引な引取りについて
・保護者等からの苦情については「横浜いずみ学園苦情解決要綱」に従って解決に努めるとともに困難な場合には、「かながわ子どもサポート」「かながわ福祉サービス運営適正化委員会」を利用する。また場合によっては、児童相談所等関係機関へ連絡･協議する。
・保護者の強引な引き取りがあった場合園長、児童相談所へ連絡指示を請うとともに緊急性が認められる場合所管警察署に応援を求めるものとする。(戸塚警察045-862-0110)

※児童虐待防止法１２条「児童相談所は保護者の強引な引き取り要求等に対して通信、面会等の制限をすることができる。」
４．一時帰宅（試験登校等による長期外泊）について

・園長は担当職員より保護者の生活状況、面会･外泊時の様子、子ども本人の意向等を聴取し十分に配慮した上で、児童相談所と協議のうえ決定する。
・一時帰宅は再統合プログラム等に従って行うとともに定期的に子ども本人と面談し必要に応じては保護者等に対しても行う。

・一時帰宅中の子ども、家族関係等に何らかの変化が見られた時は、児童相談所への連絡(場合によっては家庭訪問の依頼)、施設の全職員に伝達されるよう「申し送りノート」に必ず記載する。
５．上記について判断等に迷う場合、必ず園長若しくは必要があれば児童相談所に連絡･相談を行うものとする。

平成１９年４月１日

横浜いずみ学園　園長

